喜びの訪れ

  　　２０１４年１２月２３日（火）ベック兄　　吉祥寺・火曜まなび

引用聖句　ルカ伝

2:10 御使いは彼らに言った。「恐れることはありません。今、私はこの民全体のためのすばらしい喜びを知らせに来たのです。

2:11 きょうダビデの町で、あなたがたのために、救い主がお生まれになりました。この方こそ主キリストです。
自分のために主はお生まれになったと考えても、笑い話じゃないか、おかしいよ、我々はそういう価値のある者ではない。けれども本当なのです。我々の主とは、結局、要求するお方ではない。与えるお方です。与えたくて与えたくてしょうがない。もちろん偽物ではなくて本物です。あらゆる宗教は偽物しか提供することしかできない。　もう旧約聖書の中で、この救い主である主について預言されたのです。

イザヤ書

9:6 ひとりのみどりごが、私たちのために生まれる。ひとりの男の子が、私たちに与えられる。主権はその肩にあり、その名は「不思議な助言者、力ある神、永遠の父、平和の君」と呼ばれる。

この預言は、イエス様を通して実現されました。だから初めてのクリスマスイブの時、「恐れることはありません。今、私はこの民全体のためのすばらしい喜びを知らせに来たのです。きょうダビデの町で、あなたがたのために、救い主がお生まれになりました。この方こそ主キリストです。」何千年も前から預言された、救いを与えるお方です。

　パウロは、コリントにいる人々に書いたのです。

第２コリント

8:9 あなたがたは、私たちの主イエス・キリストの恵みを知っています。すなわち、主は富んでおられたのに、あなたがたのために貧しくなられました。それは、あなたがたが、キリストの貧しさによって富む者となるためです。

9:15 ことばに表わせないほどの賜物のゆえに、神に感謝します。

主は私たちのために、この罪と悪の世界にお入りになられました。結局、どうしようもない人間を堕落した人間を救うためです。聖書の言っている救いとは、主との交わりをもたらすことです。救いとは、いのちの泉との交わりを持つことです。人間は本当に、このいのちの泉との交わりを持つならば生きかえります。救われます。生き生きとした希望を持って、前向き生活をすることができます。誰が人間を救い得るのでしょう。死人は決して神のいのちとの交わりをもたらしません。すべての人は、生まれつき罪の本質を持っています。ある人は、人間は罪を犯すから罪人だと言います。聖書は逆を言っているのです。罪人として生まれたから罪を犯すのです。それしかできない。そして、どういう考え方もどういう宗教も、主なる神との交わりへの道を見出そうと試みているでしょう。またそれを、人間の力で成そうと試みています。けれどもそれは、全く空しい無駄な事です。

　人間は決して、同じ人間を救うことはできない。主の側からの働きがなければいけません。主は自分から離れ、罪人となった人間を探し求めておられます。主は結局、人間一人ひとりを救うために、ご自分の持っておられた一番尊い者、一番愛されている者、すなわちご自分の御子である主イエス様をお与えになった。私たちは、生きている間にこの犠牲とは、どういうものであったかつかめません。けれども永遠の世界に入ってきてから、いつも言いますけれども皆忙しくなる。感謝したくてしたくてしょうがない。いくら礼拝しても足りません。どうしてイエス様は、人間になる必要があったのでしょうか。聖書のどこを見ても解りますが、主なる神は全く聖なるお方です。聖さは、罪との交わりを持つことができません。主は、罪と妥協することのおできにならないお方です。主はしたがって、罪を罰し、罪人を追放せずにはおられないお方です。もし、主が罪を罰しないなら、罪と妥協することになる、これは考えることのできない事です。主は初めて人間の親しい友であり、人間を愛しておられた創造主でしたが、けれどもも罪によって人間の審判者と成らざるを得なくなった。主は非常に人間を愛しておられたから、人間を罰しないと言っている人もいますけれども、これは全くの誤りです。主は全く聖なるお方であるからこそ、罪を裁かずにはおられないお方です。主は全く聖なるお方であると同時に、全く愛の持ち主です。愛そのものです。主は全く聖なるお方ですから、人間の審判者になりました。けれども主は、全き愛の持ち主であるから救い主となったのです。

　どうして、どういうふうに主の聖さと主の愛が両立するのでしょうか。ある男は、親しい友達を持っていました。大変良い交わりを持っていたのですが、ある時、友はとんでもない過ちをして負債を作ってしまったのです。　この人は、負債を負った友を非常に怒ったのです。けれども、一方この友を非常に愛したのであり、けれどもこの人の愛とこの人の正しさは、どうしたら調和することができるのでしょうか。この人は、友を叱るとともに、その友の負債を全部払ったのです。ここにこの人の正しさと愛が、初めて調和したわけです。ここにはただ一つの道があった。それは捧げることです。犠牲を払うことです。

　この捧げることにより、その友は結局、砕かれるようになり悔い改めるようになったのです。主は、堕落した人間を愛すると同じように、堕落した人間の罪を憎みます。主は堕落した人間の審判者であるばかりじゃなくて、救い主となってくださいました。ご自分の御子をお与えになる事によって、救いの道を開いてくださったのです。神はご自分のひとり子をお与えになったほどに、人間一人ひとりを愛しただけじゃなくて、愛しておられます。これはいわゆるクリスマスの奇跡です。もし、主がそのひとり子をお与えにならなかったならば、救いは訪れなかったでしょう。御子、主イエス様は、天にある栄光を捨てて、我々と同じ人間になったと聖書は言っています。これも考えられない犠牲でした。イエス様は、神の性質を持ってはおられましたが、けれども、神の力と栄光を持っていたのに捨てたのです。人間になることによってです。これは何という人間のわがままに対する主の答えでしょうか。我々がどんな悩みにある時にも、どんな難しい問題にある時でも、それに対する主なる神の答えは、いつもイエス様です。イエス様は我々の身代わりとなって、永遠の贖いの業を成し遂げられました。主が、御子イエス様の血は、人間のすべての罪を取り除くのに充分であると言っておられます。主は、初めての人間をエデン、好ましい喜びの国から捨て去るを得なくなったのです。どうしてであるかと言いますと、彼は与えられた贈り物を、大切にしなかったから。どなたから贈り物をもらうと、もちろん感謝するのは当然なのではないでしょうか。主は最前を与えてくださった。　考えられない贈り物を与えてくださった。私たちはこの贈り物を受け入れたのでしょうか。この贈り物のために感謝するのでしょうか。イエス様を産んだマリヤは次のように告白しました。「わがたましいは主をあがめ、わが霊は、わが救い主なる神を喜びたたえます。」

　一つの質問について考えましょうか。私たちはいかにしてこの大いなる贈り物を自分のものにすることができるのでしょうか。　まず、感謝することによってです。感謝をしない事は、どうでもいいことではない。罪です。

詩篇

50:23 感謝のいけにえをささげる人は、わたしをあがめよう。その道を正しくする人に、わたしは神の救いを見せよう。

このことばを逆に考えるならば、感謝のいけにえをささげない者は、わたしを侮り、自分の行いを慎まない者には、神の救いが示されないという意味になり、主に感謝のいけにえを捧げない者には、生かされない、元気にならない、安心して前向き生活をすることができません。私たちは、主に感謝しない罪を言い表し、主におわびしたいものではないでしょうか。主は、私たちが心をもって唇をもって、感謝のいけにえを捧げることを待っておられます。パウロは本当に大喜びで感謝しました。「ことばに表わせないほどの賜物のゆえに、神に感謝します。」と喜びの声を上げたのです。　私たちは、いかにして提供された贈り物を自分のものにすることができるか。今話したように、感謝することによってです。

　第２番目の答えは、主を礼拝することによってです。イエス様は、人間一人ひとりのために人間になり、代わりに罰せられました。父なる神は、我々の罪のために、我々のわがままのためにイエス様を罪とされたのです。これに対して心からなる礼拝を捧げようと思いませんでしょうか。御子イエス様を、イエス様のものすごい苦しみを考えると、やっぱり悔い改めざるを得なくなるし、主を礼拝せざるを得なくなる。問題は、全くはっきりしています。それは自分とイエス様との間の問題です。イエス様を受け入れたいのか、それとも拒みたいのかのどちらかです。クリスマスの呼びかけとは、イエス様を受け入れなさい、父なる神の賜物を自分のものにしなさい、そうすれば永遠のいのちが自分のものとなります。何という贈り物なのでしょうか。何という救いのご計画でしょうか。だから新たに、自分自身をイエス様に明け渡しましょう。クリスマスの喜ばしい知らせとは何でしょうか。イエス様は、我々一人ひとりのために、ベツレヘムでお生まれになったのです。けれどももし、イエス様が千回もベツレヘムで生まれたとしても、自分の内に生まれなければ、自分にとって何の価値もない。主は人間一人ひとりに、イエス様の内にある永遠のいのちを差し出しておられます。イエス様の弟子たちは、イエス様を見て彼の内にいのちがあると告白しました。本当にそうです。イエス様は、人間に永遠のいのちを与えるためにこの世に来られました。イエス様はよく言われました。

　「わたしは、いのちそのものです。」と。言葉に言い表せないほどの賜物を受け入れるか、拒むかのどちらかです。イエス様は、すでに十字架でご自身のいのちを捧げました。こうして悪魔に打ち勝ったのです。ですから人間は、もはや悪魔の奴隷でいる必要はありません。またイエス様は、全人類の債務を担われました。ですから、誰でもが聖なる神に近づくことができるのです。イエス様の完全な救いのために、だから新たに感謝しようではないでしょうか。提供されている救いへの道とは、結局、信じること、委ねることです。第一の人アダムは、結局死を選びました。

　主の贈り物を受け入れることとは、何でしょうか。今２つの答えを出しましたね。第１番目、感謝することによって。第２番目、主を礼拝することによってです。
　第３番目、イエス様を愛することによってです。イエス様を愛する者は、必ずみことばを愛する者です。私たちは、飢え渇きをもって毎日聖書を読むのでしょうか。聖書を読まない怠慢は、どうでもいいことではない。罪です。私たちは、日々、また何週間も喜びを持たないで聖書を読んでいる時がないでしょうか。もし私たちが、飢え渇きをもって聖書に接しなければ、またみことばを深く味わわなければ、霊的に一歩も前進しないからといって、不思議はない。イエス様に対する愛の欠乏は、今話したように罪です。イエス様は、私たちが心を尽くし、精神を尽くしてご自分を愛することを願って、待ち望んでおられます。単一な心をもって主を愛することを願っておられます。聖書の中で、主はねたむ神と書かれています。妻が夫を、夫が妻を半分だけしか愛さなかったら、他の人を愛したらねたむでしょう。もし私たちが、心を尽くして主だけを愛さなければ、主は悲しまれます。私たちは、イエス様の血によって贖われた者であり、私たちのすべては、自分のものではなく主のものです。我々の愛も、ひたすら主に注がれなければなりません。私たちは、仕事や両親、また自らの思いに忠実であり、主よりもこれらにより忠実に歩んでいるのでしょうか。イエス様に対する愛の欠乏は、大きな罪です。愛の欠乏を主に言い表しましょう。また主は、主なる神に頼らないこともどうでもいい事ではなく罪です。主は今日、ご自分に頼る人を望んでおられます。私たちが、主に頼ることが主のご栄光を現す唯一の道です。もし私たちが、イエス様をのけ者にして一人で何かをやるならば、主の恥となります。私たちは、本当に主に頼っているのでしょうか。もしそうなら、私たちは自分で何かの役割を演ずることはできないでしょう。けれどもイエス様は、ご自分の栄光を現されるでしょう。イエス様の栄光が現れること、これが一番大切なことです。主のご栄光が現れることこそが、主も望んでおられます。

　もしイエス様のご栄光が現れたら、自分は変わることのない喜びと、主ご自身の平安を自分のものにすることができます。「恐れることはありません。今、私はこの民全体のためのすばらしい喜びを知らせに来たのです。きょうダビデの町で、あなたがたのために、救い主がお生まれになりました。この方こそ主キリストです。」「恐れるな。大きな喜びをあなたに、あなたのために救い主がお生まれになった」と素直に信じる者は本当に幸せなのではないでしょうか。
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